
人類社会の進化史的基盤研究(1)（2008 年度第 4回研究会） 

日時：2008年10月4日（土） 午後１時00分〜6時30分 

場所：ＡＡ研小会議室（302） 

内容： 

１．床呂郁哉（AA 研所員）「集団形成と暴力−スールー海域世界における事例を中心に」 

２．北村光二（AA研共同研究員、岡山大学）「『集団』現象の進化史的理解」 

 

−−−−−−−−−−−−−−− 

集団形成と暴力－スールー海域世界における事例を中心に  

床呂郁哉（ＡＡ研） 

 

■今村社会哲学における暴力の根源性 

「力と暴力、闘争と戦争といった文化現象は社会科学と社会哲学にとって避けて通ることのでき

ない根源的諸問題だといわねばならない。なぜなら、それらの現象は社会形成と社会体の運動や

歴史の基礎にあるものであり、単なる逸脱的病理現象ではないからである。」 

（今村仁司［1982］p.1） 

 

■チンパンジーにおける暴力と＜戦争文化複合＞ 

「チンパンジーの恒常的な子殺しが、＜戦争＞とも呼べるような集団間での激しい敵対関係が見

られるゴンベとマハレからのみ報告されていることは、これらがカルチャーである証拠になるだ

けでなく、これら二つの暴力の連関という問題を浮かび上がらせる。言明こそしていないが、伊

谷の推測のなかでは明らかに、子殺しの結果できる強力な同盟や父権的社会は、集団間の敵対関

係と結びつけられている。つまり、これらの暴力は絡み合った文化現象ということである。私た

ちはこれを＜戦争文化複合＞と呼ぼう」黒田末寿［1999］p.75 

 

■ホッブス的人間観 vs.ルソー的人間観 

「＜社会状態のそとでは、つねに各人対各人の戦争が存在する＞・・人びとは、すべての人を威

圧しておく共通の力をもたずに生活しているあいだは、かれらは戦争とよばれる状態にあるので

あり、そして、かかる戦争は、各人の各人にたいする戦争である。」 

ホッブス[1968]『リヴァイアサン』 

「人間は本来の性質から平和を好み、臆病であり、ほんのわずかの危険に出会った場合でも、最

初の反応は逃げ出すことだ」ルソー『人間不平等起源論』 

 

■ルソー的人間観の系譜としてのレヴィ＝ストロース 

「レヴィ＝ストロースにとっては、未開社会はたまたま戦争をおこなうが一般的には平和愛好的

な社会であることになる。冷たい社会とは非暴力的な社会なのである。（中略）現代の輝けるル

ソー主義者は、ルソー的な『高貴なる未開人』のイメージを『平和的』未開社会と重ねあわせる

が、このイデオロギーは未開社会のみならず社会存在一般における暴力と闘争の現実性やそれを

解毒するメカニズムへの注目を宙に浮かせてしまいはしないだろうか。」（今村仁司［1982］p.34） 

 

■今村社会哲学における「平和」 



「暴力や闘争は、元々、「熱い」ものであり、またそれなりに「累積的」性格をもつ。未開社会

もまた、暴力と闘争を内在させているかぎり、「熱い」・「累積的」社会なのである。それがなぜ

全体として「冷たい社会」とよばれるのだろうか。暴力論の視座から考察すれば、未開社会は暴

力とその累積効果を別の方向にそらすメカニズムをもつ、というこの点に「冷たい社会」という

結果をもたらす原因がある。一言でいえば、現実的暴力（これは自然史的必然性であって人間の

業で除去することは永久に不可能である）を儀礼的・象徴的暴力に転化させるメカニズム、ある

いは現実的な社会内権力を国家権力へと上昇させる道程を切断するメカニズム、ここに総じて未

開社会がステーショナリーにみえたり、反復的にみえたりする根拠がある。なるほど未開社会は

平和的な社会である。だがその平和性は、未開人が高貴であるとか平和愛好的人種だとかいう性

格学的原因によるのではなく、社会的人間にはさけることもなくすこともできない暴力と闘争あ

るいは戦争を、殺害的意味作用から象徴的・儀礼的意味作用の方向に転換させるという本質的に

平和作成のオルガノンを事実上つくりあげていることにこそある。これに反してレヴィ＝ストロ

ースの言う「熱い社会」（エジプト、中国、ヨーロッパ、その他）は、右にみたごとき平和形成

メカニズムをつくることに失敗した社会のことである。」（今村仁司［1982］p.35） 

 

■行為の継続による境界の産出＝自己の創出（オートポイエーシス） 

「あらかじめ設定された自己が自分の境界を変動させながら調整しているのではなく、作動の継

続のなかで自己そのものがそのつど形成されていかなければならない。その意味でシステムの境

界形成は、同時に「自己制作」なのである。」「行為の継続が内部も外部もないというかたちで作

動するとき、みずからの行為の継続によって初めて、自己の境界が形成される。（略）このとき

継続的に行為しつづけることが、すなわち自己の境界を区分することであり、ここに機構として

は循環的な規定が入る。」（河本[2000] pp.90-91.） 

 

■チンパンジーは復讐するか？ 

「飼育下で霊長類集団を調べたドゥ・バールによれば、『目には目を、歯には歯を』というマイ

ナスの互酬性は、マカックなどサルには欠けているが、チンパンジーには認められるという。野

生では、系統的な証拠ではないが、すでに述べたようにチンパンジーで数件の集団リンチ事件が

記録されており、復讐という要素が攻撃の原因であった可能性が高い」（西田[1999]p.162.） 

 

■ スールーにおける海賊と報復闘争関連の暴力事件の事例集（床呂のフィールドノートに基づ

く要約） 

 

事例１：タウスグのムンドゥがサマ・デア漁師の舟を襲った事例 

被害者はパラという名のラミヌサ生まれのサマ・デアの漁師。1989 年頃、仲間と五人でアウト

リガーバンカに乗ってホロ島の近くで漁をしていたときに海賊に襲われた。海賊は三名でスピー

ドボート一艘に乗り、全員がタウスグだった。一人は M14、ひとりは M16 そしてもうひとりは船

首に備えた重機関銃を操作していた。海賊らのボートは４０馬力のエンジンを二基装備していた。

全員が軍隊のような制服を着ていたので兵隊かあるいは「アクティビスト」（MNLF などの反政府

武装組織を指す）関係者による海賊事件だと思っている。そして海賊はパラの舟のアウトリガー

を銃撃しパラの舟を動けなくした。そしてその海賊らに食料とエンジンを奪われた。（93 年 12

月 22 日パラ談） 



 

事例２：タウスグを装ったサマ・デア（ウビアン人）がサマ・ディラウト漁師の舟を襲った事

例 

2000 年 7 月ころ、サベン夫婦、ギッダ夫婦、サベンの娘二人（いずれもサマ・ディラウト）の

義理夫婦の計４隻 8人でシタンカイ沖の海上村トントン近くの漁場で anu（夜の突きん棒漁）し

ていたときに海賊に襲われた。襲ってきたのは一隻の舟に乗った目だし帽をかぶった三人組で、

タウスグ語を話していた。しかし言葉にサマ語の訛りがあったらしく、どうやらトントンのサ

マ・ウビアン人の犯行らしい。サベンも銃を頭に突きつけられあやうく殺されかけた。そしてテ

ンペル（漁船）のエンジン二基や銛､水までも奪われた。警察にも報告したが犯人は捕まってい

ない。（2000 年 9 月 10 日、サベン夫婦談） 

 

事例３：「便乗型」海賊：座礁した外国貨物船に対する掠奪の事例 

シタンカイ沖の漁場で航行中のインドネシア船籍の貨物船（べニアが主な荷）が座礁（93 年 10

月）。シタンカイ沖の海上村に住むサマ・デア（ウビアン）が軍の制服を着用し軍人を装って乗

船し、銃を突きつけて乗員（インドネシア人）を救命ボートに乗せて舟から追い出し、荷の一部

を掠奪した。その後、残された荷を多くの漁民らも便乗し無人になった貨物船に五月雨式に乗船

してベニア板を掠奪していった。貨物船は火事になりその後、回収・曳航。乗員はマレーシア側

で救助された。その後、シタンカイで普段なら一枚 140 ペソ前後のベニアが半値以下で大量に流

通する状況が数週間続いた。 

 

事例４：スールーから東カリマンタン沖の島への海賊遠征（沿岸襲撃）の事例 

1993 年、コマンダー・モロイ（ウビアンのサマ・デア）という悪名高い海賊の一味がインドネ

シア東カリマンタン沖の M島を襲撃し現地のＭ島で警察と銃撃戦となった。警察側は 500 発以上

の銃弾を撃ち尽くすような激戦だったという。海賊は 5人で全員が M16 で武装していた。警官は

通常なら四名いたはずだがこの時には一人は休暇で島を出ており三人の警官しか島にいなかっ

た。海賊は島の中央と反対側の集落の二カ所を襲い全部で五軒の家に上がってゴールドの装飾品

などめぼしいものを奪った。村はパニックになり人々は森に逃げた。最初に駆けつけた警官が一

名が応戦しいったん海賊は逃げて島の中央部の村へ行った。そこにも一名の警官がいたが彼は多

勢に無勢で逃げた。その村の家の一軒に海賊は侵入したところ家にいた男が包丁で抵抗しようと

して海賊に射殺された。 この後、モロイたちは 50 馬力のエンジンを四つつけたスピードボート

で逃走し警察も追いつけなかった。この襲撃事件のあと、島には警察に加えてアスカルも駐屯す

るようになった。（1994 年 6 月 14 日Ｍ島で現地住人（サマ交易商）から聞き書き） 

 

事例５：姻戚間での海賊行為の事例 

被害者：ハッジ・サイド（仮名）。シタンカイ在住のサマ・ディラウトで交易商。密輸によって

比較的、裕福であった。加害者：マジッド（仮名）。シタンカイ沖の海上村 H に居住するタウス

グの若者。父はこの海上村のリーダーと見なされている男イスマイル（仮名）。事件の概要：ハ

ッジ・サイドがシタンカイからセンポルナに密輸に向かっている途上の国境手前の海上（フィリ

ピン領内）でマジッドに待ち伏せされ追跡されたが、すんでのところで逃げ切った。追う側も追

われる側もスピードボートに乗っていた。背景：ハッジ・サイドの交易のプランの詳細をマジッ

ドは知っていて狙った。というのもハッジ・サイドの妻とイスマイルの妻は姉妹（サマ・ディラ



ウト）同士だった。マジッドから見ればハッジ・サイドは姻戚（makapikit）となる（下図参照）。

（1993 年 4月 12 日発生。16 日にハッジ・サイドの家族より聞き書き） 

マジッド（加害者） 

ハッジ・サイド

（被害者） 

 

 

事例 6：アブサヤフによるシパダン島襲撃事件 

2000 年 4 月にマレーシア領内シパダン島で発生した身代金目当ての人質誘拐事件。スールー諸

島ホロ島からスピードボートに分乗してきたタウスグの武装集団によって外国人観光客ら 21 名

が誘拐され、ホロの山中に拉致された。その後、人質はリビアの仲介によって無事に解放された。

この際、巨額の身代金が支払われたという説が有力である。「アブサヤフ集団（ASG: Abu Sayyaf 

Group）」のしわざとされ、この事件は通常はイスラーム分離主義武装組織による政治的暴力やテ

ロリズムの文脈で語られる。しかし実際の行動様式はスールーのムンドゥ、サルスと連続性が高

く ASG はこの後もサバやパラワンなど各地で同様の身代金目的の誘拐事件を実行。最盛期の ASG

は 1000 人規模の勢力を誇ったが、その後は米軍の支援によるフィリピン国軍による掃討作戦と

分裂（仲間割れ）などで現在 300 人前後まで勢力低下しているとされる。 

 

余談エピソード：「人柱のための誘拐」スールーの海賊に関する都市伝説 

第二次大戦中までスールーでは港や建物を造る際に密かに人柱が使用されていると信じられた。

海賊は人を誘拐するが、その際にボルネオの Dayak（「首狩り族」）を連れてきて住人の首を狩っ

ているという都市伝説が一部で信じられている。「イスラームの断食月によく人が狙われた。と

いうのは断食中は夜間に出歩く者が多く、人柱に使用する首は目が覚めているときに斬った首で

ないと効力は無いからだ。ダヤは斬った首を喋らせることができる能力をもつ。首に問いかけ『私

は眠っていたときに斬られた』とその首が答えた場合は使用しなかった」。1992 年にシタンカイ

で子供が誘拐された際も「人柱目的に誘拐された」という噂が現地で流れた。実際の誘拐はたい

てい身代金目的か結婚のために実施される。 

 

事例 7：（元）海賊のライフヒストリー 

名前:  ウスマン (仮名)。年齢: 60 歳台後半から 70 歳(1993 年時点。推定) ;「引退」した元海

賊。出生地：Balimbing, Tawi Tawi 州。エスニシティ：サマ・デア（ Sama Balimbing） 

現在の居住地: ボンガオ。概要：1950 年代から約 20 年間のあいだ彼はインドネシア（セレベス）

との海上交易商やパラワンやミンダナオ付近で漁もする一方で、スールーからサバ、インドネシ

ア領海内で「ムンドゥ」とくに「クルクル」として活動 したとして現地で有名。 

 



事例 8：ホロ島での有力政治家同士の報復闘争（90 年-95 年） 

ホロ市のタン市長（Sud Tan）はバータートレードで裕福となり手下も多い有力な政治家。かつ

てタンの子分（bata）のひとりは凶暴で多くの人を殺したが、その被害者の一人はトラウィ

（Tulawi）（元知事）の孫だった。タンは二万ペソの賠償金を支払うとオファーしたが、トラウ

ィ側は拒否し「もしお前（タン）の手で殺人犯を捕らえないならお前らと戦う」とまで宣言した。

タンは「しかし発見できないからにはどうしようもない」と言い訳をした。これでトラゥィは激

怒し実際に戦闘を仕掛けた。タンは町を基盤に多くの子分をもつがトラウィは山間部に多くの子

分を持つ。この両者のあいだの戦闘で 5年間で計 100 人以上が死亡し、ホロ島では数千人の住人

が避難した。戦闘でホロの町の一部も消失した。軍隊はしばらくの間は報復を恐れて介入しなか

った。戦争の勃発とピークは 1990 年だが 95 年まで対立関係は続いた。 

 

事例 9：タウスグ同士の海賊事件が集団間の報復闘争に発展した事例 

シタンカイ沖の海上村周辺ではよく海賊や報復戦闘がある。1989 年にも海上村サパサパに住む

Omar（仮名）というタウスグをナクラとするムンドゥ五名が、やはり別のタウスグの所有する乗

客船を襲撃した。このランチャーはセンポルナからシタンカイに向かう途上だった。そして海賊

は金品を奪った後に乗員乗客の総計７名を殺した。乗客の一人が同じタウスグで犯人の顔見知り

であり、口封じのためだった。しかし乗客のうち子供ひとりは死んだフリをして生き残った。そ

の子供の知らせで犯人の身元が知れた。この直後、殺された側のタウスグの遺族の集団が報復の

ためにサパサパに行き、Ombra の父を射殺した。Ombra 自身や他の仲間はサバなどに逃げ延びた。

（92 年 10 月 27 日 にシタンカイにて被害者側の知人談） 

 

事例 10:（元）姻戚間の戦闘（タウスグ間） 

トンバンカオのアンボイとウスマン（いずれも仮名）というタウスグの姻戚間で離婚後の復縁を

めぐるトラブルが両家族間の殺傷事件に発展。アンボイの息子は元妻（ウスマンの家族）との復

縁を求めたが拒否されて両者の家族どうしの銃撃戦となり結果としてウスマンが殺害される。こ

の事件に対して出動した 100 名前後のフィリピン警察軍（PNP）とアンボイの親族側８名との大

規模な戦闘でトンバンカオの海上村は全焼する。その後、アンボイはタウィタウィ州知事（当時）

に降伏した。知事はアンボイに恩赦を与えアンボイは今もトンバンカオ沖の海上村でアガルアガ

ル養殖に従事している（下図参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウスマン（） アンボイ 

事例 11：シムヌル島の村落間戦争（サマ・デア間） 

1983 年-86 年：シムヌルでＢ村（仮名）と I村（仮名）のあいだで村落間戦争が続いた（ともに

サマ・デア）。Ｂ村の MNLF の元ゲリラのもっていた銃を奪うために I村の住民が I村を訪問して



いたＢ村の元ゲリラ三名を殺害したことがきっかけ。B村の MNLF のコマンダーだった A（仮名）

が部下とともに報復のため I村を襲撃し村人 9名を殺害した。これへの再報復として I村は同盟

関係にあったＭ村との連合軍計 100 人以上でＢ村を襲撃した。この襲撃でＢ村では子供１名が手

榴弾の破片が当たって殺された。その後、政府軍が介入し停戦となった。A はその後、更なる I

村からの報復を避けるためマレーシアのサバに逃亡した。 

 

事例 12：結婚をめぐるコンフリクトと戦闘（サマ・デア間。未遂：シムヌル島） 

シムヌルのマンスール（仮名）は自分の今の妻とは「誘拐」婚を実施し、妻の家族と戦闘直前ま

でいったが和解した（以下詳細）。マンスールは今の妻とは実は第三イトコ同士だったが相思相

愛で結婚を希望した。しかし彼の両親は彼女といま結婚する話を気に入らなかった。これを聞い

て妻の両親もマンスールとの結婚に反対した。マンスールは父の所持する 45 口径ピストルを手

に取りＢの家にいった。Ｂの両親は家に不在でＢとイトコの女性だけがいた。アッバスはＢの腕

をつかんで連れてゆこうとした。「何をする気？」とＢは聞いた。「結婚を許してもらえないなら

俺は誘拐による結婚（niguyud）を実行するんだ」とマンスールは答えた。イトコはこれを見て

Ｂの親のいるところに知らせにいった。すぐにＢの父が来て bujak（銛）を構えた。アッバスは

これに対して「近寄ると撃つ」と 45 口径ピストルを構え、そのままＢを連れて逃げた。そして

マンスールの第一従兄弟の男の家に駆け込んだ。そこにマンスールの家族や親戚が集まった。マ

ンスールの家族はＢの家族と戦闘が始まることに備えて武装して集まった。Ｂの側も恥

（kaiyaan）をかかされたとしてやはり戦闘の準備に入った。そこでＢの母がひとりでマンスー

ルの家に行って交渉の結果、「近いうちに正式に結婚をさせるが、まずはＢを生家に連れてかえ

る」ということでなんとか話がまとまった。Ｂの母はマンスールの家族からしても親戚だったこ

とと、女がひとりで来たので手荒な真似はできないということで和解を受け入れ、両家族間の武

力衝突には発展しなかった。 

 

事例１３:サパサパ市の親戚どうしの報復闘争（サマ・デア間） 

93 年の 5月：サパサパ出身の元 MNLF コマンダーでムンドゥのリーダーとしても知られるダト・

ファロック（仮名 DF と略記：サマ・デア）が同市の市長 L（仮名）の親族の雇った殺し屋によ

って射殺される。そもそもの発端は DF が七年前に女性をめぐるトラブルから Lの甥を殺害した

ことへの報復とされる。DFの父も DF 本人殺害の数年前に L側によって報復の一環として殺害さ

れている。この事件で床呂のキー・インフォーマントのＧ（仮名）は DF の母方第一イトコであ

ると同時に Lの甥でもある。そして Lと DF 自身も実は姻戚関係にある。この事件の後、DF の兄

弟は当初、Ｌないし兄弟を標的にしていたが警戒が厳しくなかなか機会がなかった。Ｇは両方と

親族関係にある難しい立場となった。この事件の当初は Gは DF の兄弟と同じ村にいたこともあ

り DF 側の味方となる。しかしその後、ＧをＬ側の内通者ではないかという疑いを DF の兄弟側に

見なされ、身の危険を感じた Gはボンガオに逃げた（下図参照：ただし系譜は網羅的にあらず）。  



Ｌ 

G 

D.F. 

サパサパ市における報復闘争での親族間関係略図（点線矢印：殺害） 
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２．「集団」現象の進化史的理解‐システム／環境‐関係における２種類の集合的行為  

北村光二（岡山大学） 

 

１．「集団」現象とはなにか 

①複数の個体が、空間的に近接しながら、安定的に共存してること  

②複数の個体が、空間的に近接しながら、同じ活動を一緒に行っていること  

③メンバーシップの安定した複数の個体のまとまりが、安定的に共存しつつ活動を同調させてい

る こと 

④「もの（＝資源）」との関係づけに関わる人びとの活動において、それぞれの行為が相互に接

続するところに秩序を構成して安定的な社会的まとまりを作り出したり、具体的課題への対処に

おいて判断を共有することによって、「もの」との関係づけにおける社会的まとまりを作り出し

たりすること 

 

２．「集団」現象の生物学的基盤 

１）ある動物種の１個体が生き続けるためにする周囲の環境との関係づけにおいて、事後に実現

すべき結果が明らかであっても、その要求に答える行為が適切な対象を見出すことができるとは

限らないし、一方で、事前の条件として与えられた対象との間に適切な関係づけを行おうとして

もそうできるとは限らないという決定不可能性がある  

２）その種の生態的ニッチを構成する「もの」のうちの主要な資源の意味やそれを利用する行為

には、ある特定の意味に対応してある特定の機能を実現する行為が選択・調整されるように自然

選択が働くことによって、この関係づけのプロセスが、その種のすべての個体がいつでもそうで

きるというレベルで、決定可能なものであるかのように扱われることになる（それでも、周囲の

環境との関係づけの多くは決定不可能なものにとどまる）  

３）進化のある段階において、周囲の環境との関係づけにおける対象として、同種他個体（＝他

者）が、それ以外の「もの」とは区別される特別なものとして分化するという事態（社会システ

ム（＝種社会）の分出）が成立する  

４）他者との共存を再現可能な秩序だったものにしようとしても、それぞれが自らの指向するゴ

ールを実現しようとすることで秩序を実現できるとは限らないし、 活動の同調という共存状態

を安定的に実現しようとしても、同じ「もの」をめぐって争うことでそうできるとは限らないと

いう決定不可能性がある  

５）同じ対象に対する同じ関係づけを行う可能性が高いというレベルで対称的な他者との共存を

適切なものにしようとする試みは、そのような課題への対処として同じように考える可能性が高

いというより抽象的なレベルで対称的な他者との関係づけの試みにもなるのであり、秩序を作り

出そうとして相互調整したり、安定的な共存状態を作り出すことに結びつく具体的判断を共有し

たりすることで、より容易に、そのプロセスを決定可能なものとして扱えるようになる  

６）「もの」との適切な関係づけを行おうとしながら、そのときの他者（同種他個体）との関係

づけも適切なものにしようとするときにもたらされる決定不可能性に対して、対処がより容易な

他者との関係づけに目を向けて、それぞれの行為を相互に調整したり、問題対処への判断を共有

したりすることによって、そのプロセスを決定可能なものとして扱えるようになる  

 

３．「もの」との関係づけにおける 2種類の活動 



１）「もの」との関係づけに不可欠な 2種類の活動 

①遂行的活動：対象との関係づけのあり方を指定する対象に識別される意味を用いて、行為を選

択・調整することによって現実を変更しようとする活動 

②探索的活動：自ら生き続けるうえで不可欠なある特定の機能を実現するために利用可能な対象

を、それ以外の不適切なものから区別して特定し、その意味を識別しようとする活動 

２）「もの」との関係づけにおける 2種類の活動の循環的な決定過程 

    （いつでも識別可能な「意味カテゴリー」の存在を前提に）そ  

    の意味が指定する対象との適切な関係づけを可能にする行為を  

  選択・調整する        

        ↑                 ↓   

具体的対象に意味を体験・識別       具体的行為による関係づけによ  

する                   ってある価値を実現する            

        ↑                 ↓  

    （いつでも実行可能な「行為カテゴリー」の存在を前提に）そ  

    の行為に固有の価値を実現するうえで適切な関係づけの対象を  

    探索する   

 

４．対称的な他者との関係づけにおける 2種類の活動 

１）対称的な他者との共存を可能にする 2種類の活動 

①敵対的衝突の回避（秩序の生成）：敵対的衝突の可能性が現実的なものとなる状況において、

衝突の回避という事後の結果に向けて相互の行為を調整する活動  

②注意の共有による活動の同調：共在する他者と注意を共有することによって、同じ対象との同

じ関係づけが動機づけられるところで、他者との直接的な関係づけを回避するというやり方を前

提にすることで「活動の同調」という共存状態を実現する活動  

２）対称的な他者との関係づけにおける決定不可能性への 2種類の対処法 

①対称的な立場にあるものとして、同じ対象に対する同じ関係づけが動機づけられるときに、い

つでもその対象をめぐる敵対的衝突が現実的なものになることを前提に、一方が排除しようとす

るところで他方が撤退することで衝突を回避するというやり方を採用することによって、空間的

に分離した共存状態を実現する（排他的な縄張りを構える）  

②同じ対象に対する同じ関係が動機づけられるときに、いつでも他者との直接的な関係づけを回

避するというやり方を採用することによって、活動の同調という共存状態を実現する（魚の群れ）  

３）対称的な他者との関係づけの 2種類の活動の循環的決定過程 

敵対的衝突の可能性が現実的なものとなる共存状態  

        ↑             ↓  

①競合関係の顕在化         ①敵対的衝突の回避  

②活動の同調            ②接触そのものの回避  

        ↑             ↓  

 同じ対象に対する同じ関係づけの同所的・同時的な選  

    択が可能になる共存状態  

 

５．対称的な他者との関係づけにおける決定不可能性への対処 



１）群居的な生活形を採用した系統 

・空間的に近接して共存する者どうしにおいて、それぞれの「もの」との関係づけの活動を空間

的に限定することによって、相互の接触を可能な限り排除しようとして「衝突の回避」をより確

実なものにし、同時に、「もの」との関係づけの活動の動機づけを共有しようとすることによっ

て、「活動の同調」をより確実なものにする  

①社会的抑制：「もの」との関係づけの活動を限定することによって接触を回避しようとする  

②社会的促進：活動を同調させるというやり方によって、それぞれの行為者の「もの」との関係

づけが可能になっている 

２）メンバーシップが定まった群れの成立 

・種社会のメンバーの空間分布における分節化に対応する、「仲間／それ以外」という他者分類

が利用可能になるところで、行為接続の秩序を構成するというゴール指向性を共有する可能性が

高く、同じ活動を一緒にしようとする動機づけを共有する可能性が高いと「仲間」と、その時々

の環境との関係づけの行為を接続して秩序を構成すべくそれぞれの行為を限定しつつ、同時に、

その時々の環境との関係づけについての判断を共有して行為を集合化したりすることによって、

「群れ」というまとまりを再生産できるようになる  

３）「群れ」というまとまりの再生産に不可欠な２種類の活動 

①「仲間」と相互に行為を接続して秩序を構成すべく環境との関係づけをあるタイプのものに限

定する（優劣関係に従属した環境との関係づけの限定）  

②「仲間」と一貫して、その時々の環境との関係づけの枠組みを共有し、活動を同調させる（親

和関係を手がかりにした環境との関係づけの共有）  

４）「群れ」を再生産する 2種類の活動の循環的な決定過程 

 敵対的衝突の可能性が現実的なものとなる共存状態  

        ↑             ↓  

活動の同調と競合関係の      相互の行為の接続による  

顕在化              秩序の形成  

        ↑             ↓  

 同じ対象に対する同じ関係づけの同所的・同時的な選  

 択が可能になる共存状態  

 

６．「もの」との関係づけにおける人々の活動の集合化 

１）他者との関係づけの適正化を手がかりとする「もの」との関係づけの適正化 

・個人として環境との関係づけを適正なものとすることと、他者との関係づけを適正化すること

とを両立させなければならないという課題に直面して、対処がより容易な他者との関係づけとい

う側面に目を向けて、他者との行為接続に秩序を構成することを優先して「もの」との関係づけ

のあり方を限定しようとしたり、「もの」との関係づけについての判断を共有することによって、

他者との関係づけのあり方に関わる「意思決定の統一」や「作用の統一」という状態を実現しよ

うとしたりする  

２）仲間との関係づけにおける秩序の生成を優先させるやり方 

・相手との優劣関係を手がかりに「もの」との関係づけを選択する  

・ある「もの」との関係づけにおいて、その「もの」が相手が所有するものであるという意味を

認めることによって、相互に行為が接続されるところに秩序が生成する  



・「禁止の規則」が指定する「もの」の意味にもとづいてその「もの」との関係づけの行為を選

択することによって、それぞれ行為者の行為が相互に接続されて秩序が生成することになる  

３）仲間との関係づけにおける秩序の生成を優先させるやり方の循環的な決定過程 

行為の選択・調整による関係づけのプロセスの遂行  

（「規制的規則」によって適切な行為を指定する） 

        ↑             ↓  

対象の（社会的に共有される）    諸行為の接続による秩序の生成  

意味の体験・識別   

        ↑             ↓       

同じ対象との関係づけの諸行為の相互調整を可能にするような対象の 

付加的な意味の探索  

４）「もの」との関係づけにおける「意思決定の統一」や「作用の統一」を実現しようとするや

り方 

・それぞれが１頭だけでできる活動をわざわざ他者と一緒にしようとする  

・直面する事態への対処として、問題対処のプランを共有して、個人的対処では解決できない問

題に仲間と共同で対処しようとしながら、それがそれぞれの判断の「一致」によるものであるこ

とをその場に明示することによって、その対応が正当化される  

・それぞれの行為者が自らの意志で、「儀礼の規則」が指定するやり方で直面する問題に対処し

ようしつつ、それを共同で行うことによって、その対処は正当化される  

５）もの」との関係づけにおける「意思決定の統一」や「作用の統一」を実現しようとするやり

方の循環的な決定過程 

      活動の統一にもとづく対象との関係づけの正当化  

         ↑            ↓       

活動の統一に向けた判断の共有    行為によって（社会的に共有された）価値を実  

        現する                 

         ↑            ↓  

    その行為に固有の価値を実現するうえで適切な関係づけの対象の探索 

（「構成的規則」によってその価値を実現するうえでその行為が満たす 

べき条件を指定する） 

 

７．人間社会における「集団」現象‐区別されるべき 2種類のもの 

１）仲間との関係づけにおける秩序の生成（社会システムの再生産）に比重を置いたやり方 

・「もの＝資源」や外部社会との関係づけのあり方は、秩序を作り出すための仲間との相互調整

を通して限定されてしまうものに委ねるというやり方 

・それは、具体的課題への対処において、社会システム内の秩序を作り出すという「行為の後に

もたらされる諸結果」に照準を合わせたやり方であるとともに、そのような機会をとらえて、そ

の外部環境とは一線を画するもとしてある社会システムをその場に確認しようとする試みにな

る 

２）「もの」との関係づけにおける「意思決定の統一」や「作用の統一」（統一体としての社会シ

ステム）を実現することに比重を置いたやり方 

・環境（「もの」や外部社会）との関係のあり方を社会システムとして一貫したものにすること



に比重を置いて、その関係づけの枠組みを仲間と共有して行為を集合化することによって、その

選択に正当性を打ち立てようとするやり方 

それは、具体的課題への対処において、環境との関係のあり方を適切なものにするという 「行

為に先だって確保されるべき諸条件」に照準を合わせたやり方であるが、そのような機会をとら

えて、行為の集合化を確実なものとするより上位のレベルでの判断基準の共有が模索される。 

 

 


